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和

銅
三

年
（

七

〇

九
）

に

生

ま

れ
、

光

仁
帝
の

御

世
（
七

七

〇

〜

七

八

こ

に

入
滅

し

た

智

光
は

、

元
興
寺
流
三

論
宗
の

学
匠
と

し

て

名

高
い

が
、

彼
の

感
得
と

伝
え
ら

れ

る

智
光
曼
荼
羅
関
係
説

話
は

、

二

百

年
以
上
後
の

寛
和
年
中
（

九
八

五

〜
九
八

七
）

に

な
っ

て
、

慶

滋
保
胤

撰

『

日

本
往
生

極
楽
記
』

に

漸
く
登
場
す
る

。

す
な

わ

ち
、

そ
の

大
意
は

、

「

元

興
寺
の

智
光
と

頼
光
（
礼
光）

は

少

年
時
よ

り
同
室
で

修
学
し
て

い

た

が
、

晩
年
の

頼
光
は
、

数
年
に

及
び

全
く
会
話
を
す
る

と
い

う
こ

と

が

な

く
な
っ

た
。

頼
光
入

滅
後
二

三

ヶ

月
の

問
、

智
光
が

そ

の

受
生

の

場
所
を
案
じ

て

い

た

と

こ

ろ
、

夢
に

頼
光
の

住
む

極
楽
に

至
っ

た

が
、

す

ぐ

帰
る

よ

う
に

促
さ

れ

た
。

そ

こ

で

智

光
が

往
生
の

因

縁
を

問
う

と
、

頼
光
は

『

人
事
を

捨
て

言
語
を

絶
し

、

多
年
ひ

た

す
ら

阿
弥
陀
の

相
好
と

浄
土

の

荘
厳
を

観
じ

た

功
で

あ

り
、

汝
の

善
根
は

微
少
に

し
て

浄

土

の

業
因
と

な

す
に

は

不
足
で

あ

る
』

と

答
え

た
。

智
光
は

悲
泣
や

ま

ず
、

頼
光
に

伴
わ

れ

て

仏
前
に

詣
で

、

こ

の

土

の

荘
厳
は

微
妙
広
博

で

凡

夫
の

心

眼

及
ば

ぬ

こ

と
を

哀

訴
す
る

と
、

阿

弥
陀
は

右

手
を

挙

げ
、

そ
の

掌
に

小
浄
土

を

現
じ

ら

れ
た

。

夢
覚
め

た

智
光
は

、

す
ぐ
に

画
工

に

命
じ

て

夢
に

見
た

浄
土
の

相
を

図
せ

し

め
、

生
涯
こ

れ

を

観
じ

て

往
生

を

得
た
」

と
い

う
も
の

で

あ
る

。

　
智

光
曼
荼

羅
「

正

本
」

は

宝

徳
三

年

2

四
五
一
）

の

火

災
で

焼
失

し
て

し

ま
っ

た
と

さ

れ
る
（

『

大

乗
院
寺
社
雑
事
記
』

尋
尊
大

僧
正
記
一
）

が
、

元

興
寺
に

現

存
す
る

古
本
に

は
、

板
絵
本

、

厨
子
入
本、

軸
装

本
の

三

件
が

著

名
で

、

『

覚
禅

鈔
』

巻

第
七

阿
弥

陀
下
所
収
の

淡

彩
画
も
重

要

視
さ

れ

て

い

る
。

た

だ
、

そ
れ

ら

の

図

様
に

二

種

あ

り、

『

覚
禅

鈔
』

裏
書
に

は

「

普
通

本
」

の

存
在
も

記
さ

れ

て
い

る
こ

と

か
ら
混
乱
を
生

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
1）

み
、

諸
先
学
の

疑
義
の

種
と
な
っ

て

き

た
。

そ
こ

で

本
論
で

は
、

こ

の

問
題
に

終
止

符
を

打
つ

と

と

も

に
、

「

正
本
」

の

復
元
を

試
み

た
い

。

　

ま
ず

、

右
に

挙
げ
た

代
表
的

遺
例
の

概
要
を

確
認
し

て

お

き
た
い

。

　

横

長
の

板
九

枚
を
上

下

に

連
ね

た

板
絵

本
（
重
要
文
化
財）

は
、

実

測
で

縦
二

〇

九
・

九
 

、

横
一

九
二
・

三

 

を
示
す
大
画
面
の

著
色
画
で

あ

る
。

永
年
の

礼
拝
に

よ

る

薫
香
が
表
面
を
覆
っ

て

お
り

、

肉
眼
で

の

観
察
は

難
し
い

が
、

赤
外
線
写
真
に

よ
っ

て

詳
細
な
図
様
を
確
認

す
る

こ

と

が

で

き

る
。

す
な

わ

ち
、

画
面
中
央
に

阿
弥
陀
三

尊
と

菩
薩

衆
を
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配
し

、

上

方
は

宝

楼

閣
と

虚
空

、

三

尊
の

手

前
か

ら

下

方
は

宝

池
と

し
、

そ
の

申
央
と

左
右
に

露
台
を

張
り
出
し

て

互
い

を
橋
で

繋
ぐ

。

注

目

す
べ

き
は

中
藤
の

印
稲
で

、

両
手
の

第
一

指
・

鷺

指
の

み

を
合
わ
せ

る
、

一

見
変
わ
っ

た

合
掌
印
を

結
ん

で

い

る
。

ま
た

、

橋
の

上

に

智
光

と

頼
光
の

二

比
丘

を

描

く
の

も
、

他
の

浄
土

図
に

は
な
い

特
徴
で

あ
る

。

ち
な
み

に
、

安
嶋
紀
昭
氏
に

よ

れ

ば
、

露
台
の

縁
を

稲
妻
形
と

す
る

な

ど
、

そ

の

形

に

変

容

を

加
え

出

す
の

は

美

術

史
に

お

け
る

中

唐
期

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
（

2
）

（
七
入
一

〜
八

四
七
）

の

特
色
で

、

す
る

と

板
絵
本
の

図

様
は

智
光

在
世

時
に

遡
ら

な
い

。

　

こ

れ

と

ほ

ぼ

図
様
を

同
じ
く
す
る

厨
子
入
本
は

、

描
表
具
も

含
め
て

縦
五

三
・

○
 

、

横
五

〇
・

四
鑞

の

額
装
で

、

高
さ
九
二

 

程
の

厨

子
に

安
置
さ
れ
て
い

る
。

噛

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

（

尋
尊
大

僧
正
記
百
七

十
一
・

百
八

十
八
）

に

よ
れ

ば
、

法
橋
清
賢
が

明
応
六

年

二

四
九

六
）

九

月
六

日

か

ら
翌

年
六
月
二

八

日

に

か

け
て

智
光

曼
荼
羅
を

制
作
し

て

お

り
、

厨
子
入
本
が

こ

れ

に

当
た

る

と

考
え

ら
れ
て

い

る
。

　

こ

れ

ら

に

対
し

て

軸
装
本
は

、

縦
工

〇

七

∴

 
、

横
　

五

六
・

三

 

の
一

枚
絹
に

描
か

れ

た

縦
長
の

著
色
画
で

、

中
尊
は

両

手
と
も

胸
前
で

第
一

・

二

指
を
稔
じ

る

転

法
輪
印
を

結
び

、

二

比

丘

も
登

場
し

な

い
。

ま
た

、

左
右
対
称
の

姿
勢
を
取
る

両
脇
侍
や

、

供
物
台
上
と
天

蓋
に

宝

鳥
を

配
す
る

な

ど

の

表
現
が

、

高
野
由
蓮
華
三

昧
院
伝
来
の

国
宝

阿
弥

陀
三

尊
像
と

良
く
通
じ

る
こ

と

が

指
摘
さ
れ

て
い

る
。

　

さ

て
、

覚
禅
鈔
塞
に

は

次
の

よ

う
な
裏
書
が
あ
る

。

智
光
曼
荼
羅
正

本
の

復
元
的
考
察
（
高
　
間
）

元
興

寺
以

極
楽
房
正
本
図
之

。

後
白
河

院
御
字

。

元

興
寺
別
当
藩
玄
惴
都

自
彼

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

マ

経
蔵
進
覧
之

件
本

。

板
図
之

。

長
一

尺
。

広
一

尺

寸
也

。

普
通

本
。

中
尊
合
掌
也

。

正

本
不
然

。

　
　
（
『

大
正
新
鯵
大
蔵
経

図

像
篇
』

第
四
巻

四
七

〇

頁
下

段
裏
書

＝

五
）

　
こ

れ

に
つ

い

て

諸

先
学
の

見
解
は

、

覚
禅

鈔
本
は

「

（

板
絵
な
る
）

元

興
寺
極
楽
坊
の

正

本
を
も
っ

て

図
し

た

も

の
」

（
註
1
 ）

で

あ
り

、

「

後

白
河
院
の

頃
元
興
寺
を
訪
れ
た

覚
禅
が

こ

れ

を

拝
す
る

為
に

経
蔵
か

ら

出

し

て

貰
」

っ

た

（

註
1
 
）

と

い

う
内
容
で

概
ね

共
通

し

て

い

る
。

　
さ

ら

に
、

「

普
通
本

中
尊
は

合

掌
な

り
。

正

本
は

然
ら

ず
」

と

あ
る

の

を

踏
ま
え

、

前
述
の

二

種
の

図
様
の

う
ち

、

い

ず
れ

が

正

本
系
統
な

の

か

と
い

う
議
論
が

行
わ

れ

て

き
た

。

覚
禅
鈔
本
が

正

本
を

写
し

た

に

も

拘
わ
ら

ず
、

中
尊
は

圏
ら
か

に

両
手

を

胸
前
で

揃
え
て
い

る

か

ら

で

あ
る

。

そ
の

た

め
、

「

裏

書
に

言
う
通

り
、

両

掌
の

間
を

離
し

て

（

中

略
）

注

意
し

て

描
い

た
」

（

註
1
 ）

と

か
、

「

覚
禅
鈔

本
の

認
識
に

は

誤
認
が

あ
る
」

と

し
て

、

転
法
輪
印
を

結
ぶ

軸
装
本
を

正

本
系
統
と

見

倣
す
（

註
1
 
）

な
ど

、

様
々

に

混
蹴
を
来
し

て

い

る
。

　
し

か

し
、

こ

こ

で

虚
心
に

裏

書
を

眺
め

れ

ば
、

そ
の

冒
頭
部
は

「

元

興
寺
は

、

極

楽
房
正

本
を
も
っ

て

之
を

図
す
」

と

読
む

の

が

正
し
い

。

つ

ま
り

、

「

之
」

と

は

覚
禅

鈔
本
で

は

な

く
、

覚
禅
が

齷

接
見
て

写

し

た

元

興
寺
讎

作
の

転
写
本
を
指
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

次
に

、

「

進
覧
」

と

は

「

す
す
め

て

御
覧
に

供
す
る
」

意

の

尊
敬
語
で

あ
る

か

ら
、

覚
禅

が

臨
ら

に

幣
い

る

の

は

如
何
に

も
不
都
合
で

、

「

後
白
河
院
の

御
時
に

、

二

三
五
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智
光
曼
荼
羅
正

本
の

復
元
的

考
察
（
高
　
間）

元
興

寺

別
当

範
玄

僧
都
が

、

極
楽
房
正

本
を

経
蔵
か

ら

取
り
出
し
て

院

の

御
覧
に

供
し

た
」

と

解
釈
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

。

要

す
る

に

覚
禅

は

正

本

を

見
て

い

な
い

の

で

あ
る

か

ら
、

諸
先
学
が

問
題

と

す
る

印
相

に

関
す
る

矛
盾
は

、

そ
れ

自
体
が

初
め

か
ら
生

じ
な
い

道

理

で
、

覚
禅

鈔
本
は

、

文
字
通
り
普
通
本
の

写
し

で

あ
る

と

結
論

付
け
ら

れ

る
。

　
こ

こ

で
、

板
絵
本

、

厨
子

入

本
、

軸

装

本
の

制

作
年
代
に

つ

い

て

触

れ

て

お

こ

う
。

　

板
絵

本
中
尊
の

三

道
に

認
め

ら

れ

る

柔
ら

か

く
穏
や

か

な

線
質
は

、

建
久
六

年
（

＝

九

五
）

頃
の

蓮

華
三

昧
院

本
と

相
通
じ

る

が
、

彼
図

が
持
つ

し

な
や

か

さ
が

、

板
絵
本
で

は

弱
さ
へ

と

移
行
し
つ

つ

あ

る
。

一

方
で

、

嘉

禄
三

年
（
一

二

二

七
）

を

下
限
と

す
る

根
津

美
術
館

所
蔵

重

要

文
化
財
八

十
一

尊
曼
荼
羅
（
金

剛
輪
寺
旧
蔵
）

の

よ

う
な

、

萎
縮

し

た

硬
さ

は

未
だ

認
め

ら

れ

な
い

。

す

な
わ

ち

板
絵
本
の

制
作

年
代

は
、

十
三

世
紀
第
一

四

半
期
と

す
る

の

が

最
も
蓋

然
性
が

高
い

と

考
え

ら

れ

る
。

周
知
の

通
り
こ

の

時
期
の

極

楽
房
は

、

百
日

念
仏

講
の

流

行

に

伴
っ

て

何
度
も
僧
房
の

改
造
が
行
わ

れ

て

お

り
、

画
面
に

付
着
し

た

燻
煙
の

厚
さ

に

鑑
み

れ

ば
、

板
絵
本
が

そ
の

本
尊
と

し
て

制
作
さ

れ

た

可
能
性
は

甚
だ

大
き
い

と

見
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

。

　

次
に

厨
子
入
本
は
、

先
に

触
れ
た

絵
仏
師
清
賢
唯
一

の

基
準
作
例
と

し

て
、

長

禄
二

年
（
一

四
五

八
）

の

裏
書
を

有
す
る

植

槻
八

幡

宮
所
蔵

春
日

赤
童

子

画
像
と

比

較
し

得
る

。

彼
図
と

厨

子

扉
絵
の

四

天

王

像

は
、

打
ち
込
み
や

抑
揚
を
付
け

る

割
に

は

立

体
感
に

欠
け
る

お

と

な

し

二

三
六

い

線
描
が

良
く
共
通
す
る
一

方
で

、

生

動
感
の

表
出

と

張
り
に

お
い

て

植
槻
本
が

遙
か

に

勝
れ
る

と

い

う
時
代
差
を
免
れ
な
い

が
、

約
四

十

年

の

隔
た

り
を

考
慮
す
れ

ば
、

む

し

ろ

同
一

画
家
と
し

て

差
し

支
え
な

か

ろ

う
。

　

む
し

ろ

問
題
は

智
光
曼
荼
羅
そ
の

も

の

で
、

尊
像
ば
か

り
か

衣
文
線

ま
で

、

極
め
て

細
く
消
え
入
る

よ

う
な

弱
さ

の

み
が

看

取
さ

れ
、

到
底

清

賢
の

筆
と

す
る

こ

と

は

で

き
な

い
。

線
質
に

鑑

み

る

に
、

恐
ら

く

十
七

世
紀
以

降
の

模
本
で

あ
ろ

う
が

、

そ
の

場
合
で

も
図
様
は

親
本
に

忠
実
と

思
わ

れ

る
。

　

ま
た

、

四
天

王

像
の

線
描
に

認
め

ら

れ

た

お

と
な

し

さ

に

加
え

、

張

り
付
け
た

よ

う
な
硬
さ

も

持
ち

合
わ

せ

る

軸
装
本
は

、

厨
子
扉
絵
よ

り

や

や

降
る

十

六

世
紀

第
一

四

半

期
に

置
き

得
る

。

た

だ

注
意

す
べ

き

は
、

板
絵
本
に

し

ろ

厨
子

入

本
に

し
ろ

、

そ
の

時

代
の
一

流
の

絵
仏
師

を

起
用
し
て

い

る

の

に

対
し

、

軸
装

本
は

顔
料
の

質
も

画
家
の

技
量
も

決
し
て

高
い

と

は

言
い

難
く

、

ま
た

尊
像
の

肉

身
を

、

朱
で

は

な

く
墨

で

描
き
起
こ

す
の

も
異
例
で

、

こ

れ

ら

と
は

制
作
背
景
が

異
な
っ

て

い

る
こ

と

が

窺
わ
れ
る

。

　

と
こ

ろ

で

軸
装
本
に

は
、

蓮
華
三

昧
院
本
と

の

強
い

関
連
が
指
摘
さ

れ

て
い

る
こ

と
は

既

に

触
れ
た

。

彼
図
に

関
し

て

は

す
で

に

発

表
の

機

会
を

得
て

い

縫
．

の

で
・

本
論
で

は

要
点
の

み

に

控
え
る

が
、

例
え
ば

中

尊
左
膝
下

大
衣
の

三

角
状
の

皺
や

、

鋭
角
に

屈
曲
す
る

蘂
、

階
段
状
に

迫
り
出
す
二

重
框

、

押
し

潰
し

た

よ

う
な

天

蓋
の

垂

幕
と

内
部
の

蓮
弁
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な
ど

、

立

体
感
や

奥
行
き
の

表
現
に

お
い

て
、

→

暼
の

限
り
で

は

不
可

解
な
箇
所
が

散
見
さ
れ
る

。

そ
こ

で

原
因
を
考
察
し
た

結
果

、

彼
図
の

直
接
の

典
拠
た

る

親
本
が

、

長
谷
寺
所
蔵
国
宝
銅
板
法
華
変
相
図
の

如

き
レ

リ
ー

フ

で

あ
っ

た

た

め

で

あ
る

こ

と

が

判
明
し
た

。

さ

れ

ば
、

彼

圜
と

図

様
に

共
通
点
が
多
い

軸
装
本
の

源
流
に

も
、

同
じ

親
本
の

獰
在

が
想

定
さ
れ

て

し

か

る
べ

き
で

あ
る

が
、

軸
装
本
に

は
レ

リ

ー

フ

的
要

素
が
全

く
認
め

ら

れ

な
い

。

例
え
ば

、

二

重
框
の

間
に

は

も

う
一

段
、

敷
き
茄
子
様
の

框
を
加
え
る

な
ど

、

原
本
を

共
有
し
つ

つ

も
、

軸
装
本

は

積
極
的
に

絵
画
的
要
素
を

加
味
し
た

図
を

親
本
と

し
て

い

る
。

　
す
る

と
、

こ

れ
ま
で

は

軸
装
本
の

親
本
か

ら

宝
楼
閣
や

宝
地

等
を

省

略
し
て

、

蓮
華
三

昧
院
本
が

構
成
さ
れ

た

と

言
わ

れ
て

き
た

が
、

む
し

ろ

逆
に

、

軸
装
本
の

方
が
他
の

浄
土

図
か

ら

様
々

な
モ

テ

ィ

ー

フ

を

援

用
し
て

作
成
さ

れ
た

と

し
な
け
れ

ば

な
ら
な
い

。

つ

ま
る

と
こ

ろ
、

蓮

華
三

昧
院
本
こ

そ
、

レ

リ
ー

フ
、

す
な
わ

ち
板
に

鴎
し
た

親
本
の

構
成

を
、

よ

り
忠
霙
に

保
っ

て

い

る

と

考
え
ら

れ

る

訳
で

あ

る
。

　
さ
ら
に

、

蓮
華
三

昧
院
本
で

、

供
物
台
甫
方
の

開
敷
蓮
華
が

高
所
か

ら
俯
瞰
し
て

奥
側
の

蓮
弁
も
欠
く
の

に

比
べ

、

蓮
池
の

開
敷
蓮

華
は

視

点
が

低
く

、

蘂
や

蓮

肉
も

丈
高
い

ば

か

り
か

蓮
弁
も

ぐ
る

り
と
一

周

廻
っ

て
い

る
。

す
な
わ

ち
、

彼
図
中

、

下

部
の

蓮
池
に
だ

け
は
レ

リ

ー

フ

の

影
響
が
な
い

こ

と

か
ら

、

親
本
に
は

表
さ
れ

て

い

な
か
っ

た

蓮
池

を
、

敢
え
て

付
け

加
え
た

こ

と

が

判
じ

ら

れ

る
。

三

尊
は

、

紫
雲
に

乗
っ

て

礼
拝
者
に

向
か
っ

て

き
て
い

る

か

ら
、

こ

の

蓮
池
は

極
楽
浄
土

智
光
曼
荼
羅
正

本
の

復
元
的
考
察
（
高
　
間
）

の

宝
池
で

は

な

く
娑
婆
量
界
の

蓮
池
で

あ

り
、

見
方
を

変
え
れ
ば

、

蓮

池
が

存
在
し
な
い

親
本
に

は
、

移
動
性
を

強
調
す
る

紫
雲
は

不
要
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

蓮
華
三

昧
院
本
の

親
本
は

、

阿
弥

陀
三

尊
と

こ

れ
に

付
随
す
る

天
蓋

、

供
物
台

、

そ
の

前
方
の

開
敷
蓮

華
と
い

う
、

極
め
て

単
純
な
構
成
で

あ
っ

た

と

知
ら
れ

、

颪
面
も
さ

ほ

ど

大
き
い

必
要
は
な

い
。

　
蓮

華
三

昧
院
本
に

お
い

て
、

上
辺

か

ら

開
敷
蓮

華
下
ま
で

の

縦
の

法

量
は

＝
　

七
・

七
qn

で

あ
る

の

に

対
し

、

横

啝
は
一

三

四
・

六
鑞

で
、

仮

に

縦
を
一

尺
に

換
算
す
る

と
、

一

尺

と

ん

で

五

分
と

な
る

。

覚
禅
鈔
本

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

マ

マ

裏
書
に

あ
る

「

長
一

尺
。

広
一

尺

　
寸
也
」

と

の

符
合
は

、

も
は

や

単

な
る

偶
然
と

も
思
わ

れ

な
い

。

ま
た

、

「

之
を

図
す
」

板
は

、

現

存
す

る

板
絵
本
に

惹
か

れ
、

漠
然
と

木
の

板
に

筆
で

描
い

た
も
の

と
い

う
先

入
観
に

囚
わ

れ

が

ち
で

あ
る

が
、

軸

装
本
と

モ

テ
ィ

ー
フ

を

共
有
す
る

蓮
華
三

味
院
本
に

、

レ

リ

ー

フ

の

要

素
が

色

濃
く
残
っ

て

い

る

以

上
、

保
胤
も
覚
禅
も
実
見
し
て

い

な
い

正

本
が

、

長
谷
寺
本
の

よ

う
な

「

銅

板
浄
土

変
相
図
」

で

あ
っ

た

と

し
て

も
、

特
段
の

不
思
議
は

な
い

。

　

従
来

、

智
光
曼
荼
羅
の

合
掌
に
つ

い

て

は

「

未
敷
蓮
華
合
掌
」

と

呼

ば

れ

る

な

ど
、

一

般
的
な

合

掌
印
と
は

異
な
る

と

認
識
さ
れ

て

き
た

。

そ
の

原
因
の
一

つ

に
、

覚
禅
鈔
本
裏
書
の

誤
解
が
あ
っ

た
こ

と

は

紛
れ

も
な
い

が
、

果
た

し
て

本
当
に

特
殊
な
印
相
な
の

で

あ
ろ

う
か

。

　
ま

ず
、

実
際
の

合
掌
手
を

正
面
か

ら

観
察
す
る

と
、

は
っ

き

り
と

全

体
を

確
認
で

き
る

の

は

第
五

指
と

手
の

甲
に

過
ぎ
ず

、

こ

れ

に

第
四

指

二

三

七
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智
光
曼
荼
羅
正

本
の

復
元
的
考
察
（

高
　
間
）

の

側
面
が

お

よ

そ
半
分

、

第
三

指
の

そ

れ

が
さ
ら

に

そ
の

半
分
と
い

う

具
合
に

、

次

第
に

手

前
の

指
の

陰

に

隠
れ
て

し

ま

う
こ

と

が

わ

か
る

。

そ
こ

で
、

各
指
を
一

本
ず
つ

明
瞭
に

示
そ

う
と

す
れ

ば
、

仁
和
寺
所
蔵

国
宝
孔
雀
明
王

像
に

見
ら

れ

る

よ

う
に

、

指
先
を

合
わ

せ

た

ま
ま
親
指

側
を

開
か

ざ

る

を
得
ず

、

自
ず
か

ら

掌
は

大
き
く
膨
ら
む

こ

と

に

な
る

の

で

あ

る
。

　
覚
禅
鈔
本
は

ラ
フ
・

ス

ケ
ッ

チ

と

は
い

え
、

第
二

〜
五

指
が

親
本
に

き
ち
ん

と

表
さ
れ
て

い

る

事
実
を

重

視
し

た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

ま

た

厨
子
入
本
は

、

五

指
全
て

を

描
こ

う
と

し

て
、

親
指
側

を

全
開

に

し

て

し
ま
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

最
も
詳
細
な

描
写
が

見
ら

れ

る
の

は

大
画

面
を
誇
る

板
絵
本
で

あ
る

が
、

第
一

指
と

第
五

指
、

二

本
の

指
先
の

み

を
付
け
合
わ

せ
、

他
の

三

本
を
交
互

に

や

や

開
い

て

い

る
。

覚
禅

鈔
本

等
と

大
き
く
異
な

る

特
徴
は

、

そ
の

結
果、

指
同
士

に

奥
行

き

を

示
す

間
隙
が

生

み

出
さ

れ
、

縵
網
相
を
描
き

込
む
こ

と

が

可

能
と

な
っ

た
点

と
、

本
来
な
ら
決
し

て

見
え
な
い

第
一

指
を

も
、

違
和
感
な

く

表
せ

る

点
で

あ
る

。

そ
れ
こ

そ
、

合
掌
表
現
に

お

け
る

こ

の

画
家
独
自
の

工

夫

で

あ
り

、

ま
た

、

百

日

念

仏
講
の

参
加

者
を

悉
く

救
済

す
る

象
徴
で

あ
っ

た

か

も

知
れ

な

い
。

い

ず
れ

に

し

ろ
、

こ

れ

ら

普

通
本
の

印

相

は
、

絵
画
と
し

て

の

表
現
上

の

相
違
こ

そ

あ

れ
、

い

ず
れ

も
通
常
の

合

掌
印
と

認
め

て

差
し

支
え

な
い

も
の

と

判

断
で

き

る
。

　

す
る

と

最
後
に

問
題
と

な

る

の

は
、

普
通

本
で

は

何
故

、

中
尊
の

印

相
ま

で

を
も

合
掌
と

し

た

の

か
、

そ
の

改

変
の

意

味
で

あ
る

。

二

三

八

　
合
掌
が

本
来
意
味
す
る
と

こ

ろ

は
、

仏
菩
薩
等
へ

の

帰
依
や

、

行
者

等
へ

の

敬
意
と

さ

れ
る

が
、

そ
れ

で

は

普
通
本
の

阿
弥
陀
如
来
は

誰
に

対
し
て

合
掌
し
て

い

る

の

で

あ
ろ

う
か

。

　
こ

こ

で
、

智
光
と

頼
光

、

二

比

丘

の

存
在
に

注
目
し

た
い

。

覚
禅
鈔

本
で

は
、

向

か
っ

て

左

側
の

比

匠

が
、

顔
の

右

側

面
の

目
．

鼻
．

頬
・

耳
を

見
せ

る

後
ろ

姿
で

中

尊
に

向
っ

て

い

る
。

一

方、

阿
弥
陀
の

顔
や

視
線
は

、

こ

れ

に

応
え
る

よ

う
に

比

丘

を
見
つ

め

て

い

る

の

で

あ

る
。

加
え
る

に

向
か
っ

て

右
側
の

比

丘

も
、

明
ら
か
に

左
の

比
丘
へ

と

合
掌
し

て

い

る
。

板
絵
本
で

は
、

中

尊
は

念
仏
講
の

人
々

を

意
識
し

て

か

正

面
向
き

と

な

る

が
、

二

比
丘
の

有
様
は

左
右
反
転
す
る

も
同
じ

で

あ
る

。

例
え
ば
童
子
で

さ

え
も
視
線
を

的
確
に

捉
え

、

登
場
人
物
相
互

の

有
機
的
な

連
繋
を

表
す
技
量
を
持
つ

覚
禅
は

、

ス

ケ
ッ

チ

に

親
本
の

意
図
を

十

分
に

反
映
さ
せ

た

と
見
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

　

す
な

わ

ち
、

最
初
の

智
光

曼
荼
羅

普
通
本
は

、

正
本
の

如
き
個
人
的

な
観
想
念
仏
の

縁
で

も
、

阿

弥
陀
が

右
掌
上

に

現
じ
た

小
浄
土
で

も
な

く
、

ま
た

智
光
感
得
説
話
の

絵
画
化
で

す
ら

な
い

。

阿
弥
陀
の

教
え
に

従
い

、

多
年
ひ

た

す
ら

そ
の

相
好
と

浄
土

の

荘

厳
を

観
じ

た

善

根
に

よ
っ

て

漸
く
往
生

を

遂
げ
た

智
光
を

、

阿
弥
陀
や

頼

光
が

合
掌
し

て

出

迎
え
る

、

言
う
な

ら

ば

往
生

譚
変
相
と
し

て

成
立
し

た

図
で

あ
り

、

こ

れ

を
礼
拝
す
る

者
は

、

往
生

の

先
達
と
し

て

の

智

光
を

崇
敬
し

、

結
縁

を
願
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

普
通
本
成
立

の

時
期
は

、

法
事
に

智
光
曼

荼
羅
を

懸
用
し

た

と
い

う
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「

時
範

記
』

康
和
元

年
（

一

〇

九
九
）

や
、

極
楽
房
に

智
光

曼
荼
羅
が

安

置
さ
れ
て
い

る

と

い

う
『

七

大

寺
日

記
』

嘉
承
元

年
（

一
一

〇
六
）

な

ど
の

記
事
か

ら

推
せ

る

よ

う
に

、

元
興
寺
が

智
光
曼
荼
羅
を

宣
揚
し

て

復
興
を
図

る
、

十
一

世
紀
末
頃
と

考
え

ら

れ

る
。

　

そ
の

後
、

百
日

念

仏
講
の

隆
盛
と

と

も
に

、

阿
弥
陀
が

大

勢
の

参
加

者
を

掬
い

取
る

大
型
の

板
絵
本
が

拵
え
ら

れ
、

正

本
焼
亡
か

ら

お

よ

そ

半
世
紀
を

経
て

、

図

様
は

普
通
本
で

あ

る

に

も

拘
わ

ら

ず
、

大
き
さ
は

正

本
に

近
い

厨
子
入
本
が
制
作
さ

れ
る

。

こ

こ

に
は

、

普
通
本
を
正
本

と

見
做
す
積
極
的
な
意
図
が

汲
み

取
れ

る

が
、

酉
誉
聖

聡
が

拝
見
し
た

と

い

う
秘
仏
正

本
（
『

当
麻

曼
荼
羅
疏
』

巻
四
）

も
、

焼
失
以

前
の

応
永

三

十
四

年
（

一

四
二

七
）

の

事
項
な
が

ら
、

「

中
尊
弥

陀

は

小
宮
殿
の

中

に

在
す
」

と

の

特
徴
は
厨
子
入
本
の

図
様
を

彷

彿
と

さ

せ

る
。

厨
子
入

本
は

板
絵
本
に

比

し

て

も
三

尊
段
の

奥
行
き
に

乏
し

く
、

主

殿
内
部
と

宝
地
を

同
じ

金

泥
で

彩
る

た

め
、

暗
い

室

内
で

は

内

外
の

区
別
が
つ

き

辛
い

の

で

あ
る

。

ま
た
、

大
き

さ

も

「

一

尺
二

寸
量
」

と

覚
禅
鈔
裏
書

に

異
な
る

と

す
れ

ば
、

焼
け

た

「

正

本
」

と
は

、

智

光
所

持
の

銅

板
図

か

ら
す
で

に

普
通
本
へ

と

替
え
ら

れ

て

い

た
こ

と

も
想
定
せ

ね
ば
な
る

ま
い

。

1
　
智
光

曼
荼
羅
に

関
す
る

主

た

る

論
文

お

よ

び

解
説

類
は

、

以

下

の

通

　

り
。

 
望
月

信
亨
「

元

興
寺

智
光
の

浄

土

曼

陀
羅
」

（

『

寧
楽
』

一

〇
、

　
一

九
二

九

年
七

月
）

。

 
亀
田

孜
「

智
光
変
相
拾
遺

付
智
光
伝
及
び

智
光

智
光
曼
荼
羅
正
本
の

復
元
的
考
察
（

高
　
間）

　

曼
荼
羅

関

係
資
料
」

（
『

東
北
大

学
文
学
部
研
究
年
報
』

二
、

一

九
五
一

年

　

十
二

月）
。

 
濱
田

隆
「

智
光

曼
荼
羅
に

つ

い

て

　
　
元
興

寺
極
楽
坊
板

　

絵
本
を
中

心
と

し

て

　
　
」

（
『

美
術
史
』

二

五
、

一

九

五

七

年
七

月
）

。

　

 
岩
城

隆
利

「

第
四

章

智
光
曼
荼

羅
の

歴
史
」

（
元
興

寺
仏

教
民
俗
資
料

　

刊
行
会
編

集
『

智
光
曼
荼
羅
』

学
術
書
出
版
会

発
行

、

一

九

六

九

年
三

　

月
）

。

 
岡
崎
譲
治
『

日

本
の

美
術
43

浄
土

教
画』

（
至

文
堂、

一

九
亠

ハ

九

　

年

十
二

月
）

。

 
河

原
山

雄
『

日

本
の

美

術
跚

浄
土

図
』

（

至

文
堂

、

　
一

九
八

九
年
一

月）
。

 
岩
城

隆
利
「

第
一

章

浄
土
三

曼
荼
羅
の

歴

史

　

第
一

節

智
光
曼

荼
羅
と

庶
民

信
仰
」

。

 
藤
澤
隆
子
「

第
二

章

三

曼
荼

　

羅
の

図

像
的
研
究

第
一

節

智
光
曼
荼
羅
図
図

像
の

系
譜

と
そ
の

成
立

　

ー
正

本
・

流

布

本
・

異
相
本
1

」

（

 
 
と

も
に

元
興

寺
文

化
財
研
究
所

　
編

集
『

日

本

浄

土

曼

荼

羅
の

研

究
』

中

央

公

論

美

術

出

版

発

行
、

　
一

九

八

七

年
十
二

月）
。

な
お
、

紙
幅
の

都
合
上
、

図
版

等
は

別
途

参
照

　
さ

れ

た

い
。

ま
た、

本
論
で

引
用

し

た

古
文

献
の

原
文
は

、

 
 
 
所

　
収
文
献
に

詳
し
い

。

2
　
安
嶋
紀
昭

「

西
禅
院

所

蔵
阿
弥
陀
浄

土
図
に
つ

い

て
」

（
『

仏
教
芸

術
』

　
第
一

六
九

号
、

一

九
八

六

年
十
一

月）

参
照

。

3
　
高
間
由
香
里

「

蓮
華
三

昧
院
所
蔵
阿

弥
陀
三

尊
像
に
つ

い

て
」

（
『

密
教

　
図
像
』

第
二

七

号
、

二

〇

〇
入

年
十
二

月）
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

智
光
曼
荼
羅

、

浄
土
三

曼
荼
羅

、

極
楽

、

合

掌
手

　
　
　

　
　
（

大
阪
教
育
大
学
講
師
・

博
士

（

文
学）
）

二

三
九
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